
第４学年  特別の教科 道徳 学習指導案 

                        

  
１ 主題構成表 

主題名 自分に正直   資料名  ぼくは MVP （出典 光文書院） 
 

 

 

 

■内容項目 A―（２）正直 

過ちは素直に改め、正直に明るい心で生活する

こと。 

 ■価値の分析 
・本内容項目の目指すものは、自分を

偽らずに正直に行動し、豊かな人間

関係を築いていこうとする態度を

育てることである。 

・子どもたちは心が安定した状態で晴

れ晴れとし、明るく生活することを

望んでいる。そして、うそをついた

りごまかしたりせず自分自身に正

直であることを基盤としている。し

かし、自分にとって都合の悪いこと

が生じたとき、うそをついたり、ご

まかしたりして逃れようとしてし

まいがちになる。 
・これは誰でもあることである。うそ

やごまかしでその場を逃れること

ができたとしても、「本当は・・」

という心の傷として残ってしまっ

たり、周囲からの信頼を失ったりす

ることもある。 
・自分で自分の過ちを認めることは、

容易ではないが、正直の行動したと

きのすがすがしい気持ちがあって

こそ、明るい生活ができるようにな

る。そして、自分や周りの人に正直

であることが、集団生活を送る上で

より豊かな人間関係を築く基盤と

なってくると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 資料の分析 

・本資料は、「正直にいうことは大

切だ」と分かっていても、なかな

か言い出せない主人公の心の葛

藤をよく表している資料である。 

・ドッジボールをしているときに、

主人公の足にかすったが、それを

誰も気付かれずに試合が進んで

いく。 

・主人公は自分がアウトになって外

野に出るかどうか迷うが、友達に

「早く、早く。ボールが来ちゃう

よ。」と促されてそのままゲーム

を続けてしまう。 
・自分の活躍でチームが大逆転し、

友達から「今日のMVP。」ともて

はやされてしまうが主人公は「自

分は、何かとんでもないことをし

てしまったのではないか」と気が

重くなってしまう。 

・児童たちもドッジボールが好きで

休み時間でも行っており、誰もが

勝敗にこだわる時期で、「当たっ

た」「当たってない」とのやりと

りも多い。そのため主人公の葛藤

にも共感しやすく、自分と重ね合

わせて考えることができる資料

である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■内容項目から見た児童の実態 
・本学級は元気な児童が多く、自分のできるこ

とで友だちを助ける雰囲気がある。 
・遊び係を中心とした「学級遊び」も盛んに行

われているが、「勝ちたい」という児童が多

く、つい過ちをごまかしてしまうことがよく

ある。 
・「叱られたくない」、「自分が損をしてしま

う」等の思いから、正直に行動できずにうそ

をついたりごまかしたりしてしまうことが

ある。 
 
■要因 
・「勝ちたい」という思いが強いため、過ちを

素直に認めることができず、ごまかしてしま

う。 

・自分を正当化したい思いや周りの仲間から嫌

われないかという思いがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■ねらい  

自分に不利になることでも、自分を偽らないで正直に行動しようとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■展開の構想 
・休み時間の学級遊びや体育の授業や学校生活

での経験から、嘘をついたりごまかしたりし

た時のトラブルや思いに気付かせる。 

・過ちを正直に言えなかった結果、思いもよら

ない事態になってしまった「ぼく」の姿を通

して、正直に言うことの大切さを実感する。 

・正直に言うことで、明るい心で楽しく生活で

きることに気付かせる。 

・本時の学びや自分の経験を振り返ることで、

自分自身の改善点を考え、みんなと楽しく活

動するために正直に行動することで、自分も

周りも気持ちよく生活できると感じること

ができる。 

 

 

 

 

■基本発問（◎中心発問） 
 
○正直とはどういうことでしょう。 

 

○なぜ、「ぼく」は迷ったのでしょう。 
 
○ＭＶＰと言われたときのぼくはどんな気持ちでしょう。 
 
 
◎「ぼく」はこの後、どうしたらよいのでしょう。 
 

 

○正直とはどのようなことでしょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 学習指導過程 

 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導 

入 

１．資料への導入を行う。 

 正直についての考えを話し合う。 

○ 

 

・うそをつかないこと。 

・ごまかさないこと。 

 

 

 

・導入で立てた問いを意識しながら教

材を読むように促す。 

展 
 
 

開 

 

２．資料を読み、正直に生活することのよさについて考え、

交流する。 

 

○ 

 

 ・自分は当たったと思っているけど、ただし君に声をかけ

られたから。 

 ・当たったから外野に出なければいけないけど、誰も気づ

いていないからいいかな。 

 ・ボールが当たったと言いたかったけど、言い出せなかっ

た。 

 

○ 

 

 ・うれしくない。 

 ・うそをついてまでＭＶＰは取りたくない。 

 ・後悔している。 

 ・もやもやしている。 

 ・MVPと言われたけど、どうしたらいいだろう。 

 

◎ 

 

・正直に言った方がよい。 

・今さら言ったら、みんなに何て言われるだろう。 

・本当のことを言った方がすっきりするし、みんなも分か

ってくれる。 

 

３．今日の学習から考えたことをまとめ、交流する。 

○ 

 

・自分の不都合なことがあっても自分の心にうそをつかな

いこと。 

・ごまかさないこと。 

・正直に言うと気持ちよく生活できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・「ぼく」の気持ちを想像しながら聞

くように促す。 

・休み時間の学級遊びや体育の授業で

の経験を想起させる。 

・話のあらすじをつかませる。 

・ワークシートへ記述する。 

・子どもの発言の迷いを整理して板書

する。 

・正直に言い出せずに迷っているぼく

の気持ちを考えさせることで、自分

の問題として捉えさせる。 

 

 

 

・MVPと言われても、一人気が重くなっ

ている「ぼく」の様子に着目して考

えさせる。 

・「ぼく」は正直ではないのかと投げ

かけ考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシートへ記述する。 

・書くことで理解を確かにし、実践へ

の意欲や態度につなげる。 

 

 

終
末 

 

４．教師の説話を聞く。 

 

・ 今は正直に言えない自分でも、正

直に言うことが正しいことに気付

き、実践しようとできるように促

す。 

 

「ぼく」はこの後、どうしたらよいのでしょう。 

なぜ、「ぼく」は、迷ったのでしょう。 

うそをついたり、ごまかしたりする

ことで、後悔につながることが理解

できたか。 

正直にいうと、気分もすっきりし、楽しい。 

過ちや失敗があっても正直に言う

ことを心がけようとしている。 

書く時の視点 
・学んだこと 
・これまでの自分 
・これからの自分 

正直とは、どういうことでしょうか。 

MVP と言われたときのぼくはどんな気持ちでしょう。 

正直とはどのようなことだと思いますか。 
 



 

３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連 

＜場の内容とねらい＞         ＜日常活動＞            ＜児童の意識＞      ＜指導・援助＞ 

学級活動 
学級目標づくり 
・学級全員でどんな学級に

したいのか話し合った。

そこで、自分で考え、仲

間を大切にし、元気で明

るい学級にしたいとい

う願いから「Ｓｍｉｌｅ

いっぱい」という学級目

標に決まった。 
・毎日の生活の中で、学級

目標を意識して行動す

る。 
・自分の考えを何でも話せ

る学級づくりに努める。 

 
 
 

委員会活動 
・「きもちのよい中

小」に向けての活

動を誠実に行い、

明るく楽しい学

校生活にする。 
 
 
 
朝の会 
・毎日「今日のめあ

て」を決め、達成

できるように気

がついた子が呼

びかけ、声をかけ

合う。 
 
 
 
休み時間 
・学級遊びの時間を

位置づけ、全員が

楽しく遊べるよ

うに呼びかけ合

う。 
 
 
 
 
帰りの会 
・「今日のスマイル」

で仲間のよさを

見付け合う。 
 
 
 
 
 
 
家庭との連携 
・児童の良かったこ

とを家庭に連絡

し、実践意欲を高

める。 

 
 
 

・時間を守れるように

休み時間に仲間から

声をかけられたら素

直に聞こう。 
・右側通行をするよう

に呼びかけられた

ら、自分の過ちを認

め、やり直すように

しよう。 
・友達からの呼びかけ

に素直に答えるよう

にしよう。 

 
 
 

・朝の会や帰りの会で

仲間のよいところを

見つけ、認める場を

設定する。 
・いろいろな子と関わ

る機会を増やすため

に、席替えを定期的

に行う。 
・学級のみんなで頑張

っていることを学級

目標と照らし合わせ

て、価値づける。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

  ・自分の考えをごまか

さないで素直に話そ

う。 
・仲間からの呼びかけ

は聞こう。 
・トラブルがないと学

級遊びが楽しい。 

 ・学びの手順や活動を

明確にして、児童が

自主的に学び続ける

環境を整える。 
・仲間との関わりをふ

やし、お互いの思い

に触れながら活動で

きるようにする。 

・各教科の学習では、一時間

の見通しをもちながら学ぶ

ことができるようにする。 

・自分の考えが話せるように

ネームプレートなどを使っ

て意欲づけをする。 

・「教室はまちがえるところ」

を合言葉にして、一人一人

の個性を大切にする。 

 
   

   
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  ・ぼくも同じ思いをし

たことがあるな。 
・ボールが当たったけ

ど、当たらないよう

にしたことがある

な。 
・おにごっこのときに

タッチをしたか、し

なかったでもめて、

学級遊びが楽しくな

くなったな。 

 ・自分の体験を交えて

話せるように、同じ

ような経験がない

か、確認しながら進

めていく。 
・どの子も自分の言葉

で思いが伝えられる

ように、話す活動だ

けなく、書く活動も

取り入れる。 

 
道徳の時間 
「ぼくは MVP」 

内容項目 A－（2） 
・過ちや失敗はだれで

もあるが、それをご

まかさないで正直に

行動することで、自

分も周りも気持ちよ

く生活できると感じ

る。 

   

   

   
 
 

  
 
 

       
休み時間 
・学級遊びでの「ドッジボ

ール」や「鬼ごっこ」な

ど、子どもどうしの関わ

りの中で、自分の心に正

直に言えることができ

る。 

 ・自分の過ちや失敗を

認めていけるように

しよう。 
・正直に言った時は気

分がすっきりする

な。 
・正直に話した時は、

自分だけでなく、仲

間も気持ちがいい

な。 

 ・正直に話したときに

は、子どもに声をか

けたり、「帰りの会

な」などで子どもた

ちに広めるようにす

る。 
   

 


